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1.はじめに
近年，SNSは多くのユーザが積極的に情報を発信す
る場となっている．多種多様なユーザが発信するデー
タは膨大であり，それらのデータを利用する動きも活
発になっている．しかし，SNS上のショートメッセー
ジには崩れた表記の単語が含まれるため，データを活
用しにくい課題がある．そこで我々は，OCRを利用し
た崩れた表記の自動修正手法を提案している [1]．しか
し，提案手法では，評価に使用したデータ数が少ない
といった課題があった．
そこで，本稿では，崩れた表記に変換する辞書を用
いて自作したデータにより性能評価を行った結果を報
告する．また，提案手法の画像生成処理などを変更し
提案手法の精度向上を目指す．
2.関連研究
崩れた表記の単語を正しい単語に修正する手法とし
て，崩れた表記が少ない文書から修正候補を取得する
手法 [2]がある．文章中の崩れた表記の単語において左
右の単語とマッチする文章を崩れた表現の少ない文書
から検索し，修正候補を取得する．取得した修正候補
に対して修正候補の出現頻度，修正前後の文字列間に
おける編集距離，修正前の形態素解析コスト値に基づ
いたスコアリングを行い，総合スコアが一定以上のも
のを修正ルールとする手法である．
この手法では，本来修正する必要がない未知語に対
しても修正処理を行ってしまう問題点がある．これに
対し，フィルター処理を行うことで修正が不必要な未
知語を修正対象から除外する手法 [3]がある．未知語と
して判断された単語に対し，TF-IDF(Term Frequency-
Inverse Document Frequency)処理を行い，TF-IDF値
をもとに検出された未知語が一般的かの判断を行う．一
般的な未知語を処理対象から除外することによって崩
れた表記の単語のみを処理する手法である．
これらの手法は文脈情報から修正候補を取得してい
るため，文章全体が崩れた表記の場合，修正候補を正
しく取得することが難しい．そのため，我々は崩れた
表記が含まれる文章に対し OCRを用いることで，文
字の形から修正候補を取得可能とする手法を提案した．
しかし，提案した手法では，評価に使用したデータ数
が少ない課題があった．
そこで，本稿では，崩れた表記に変換する辞書を用い
て自作した崩れた表記のデータにより性能評価を行っ
た結果を報告する．また，提案手法の画像生成処理な
どを変更し提案手法の精度向上を目指す．
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図 1: 提案手法の OCR部分

3.提案手法
3.1.提案手法の概要
提案手法における OCRを用いた修正候補取得部分
の処理を図 1に示す．提案手法では，崩れた表記を多
く含む SNSなどの文章を入力とし，文章を 2文字区切
りで分割する．次に分割した文字列が描かれている画
像を生成する．そして生成した画像から OCRを用い
て修正候補を取得する．最後に取得した修正候補をス
コアリングし，最適な修正候補を取得する．
3.2.文章の分割処理
崩れた表記が多く含まれた文章を 2文字区切りで分
割する．これは，「ネ申」(神)や「弓長」(張)などの崩
れた表記の多くは 2文字以下で構成されているためで
ある．
我々が過去に提案した手法では，形態素解析で未知
語と判定された文字列に対し修正を行っていたが，崩
れた表記の組み合わせによって未知語と判定されない
ものや，組み合わせて 1つの文字を表している崩れた
表記の構成要素が別々の未知語として判定されるとい
う問題点があったため，一定の文字数で文章を区切り
分割することとした．
3.3.画像の生成処理
分割した文字列が描かれている画像を生成する．崩
れた表記は 2文字で正規表記 1文字を表していること
が多いため，崩れた表記の 2文字が描かれている画像
を生成し，画像をリサイズすることで，崩れた表記の
文字列に対応する正規表記文字を OCRが認識できる
可能性を向上させる．
3.4.修正候補文字列の検索
生成された画像から OCRを用いて修正候補文字列
を取得する．今回はOCRエンジンにTesseract 1 を用
いた．

1https://tesseract-ocr.github.io/
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表 1: 画像生成設定
設定名称 値 設定名称 値

リサイズ比率 (縦) 1.9 リサイズ比率 (横) 0.9

フォントサイズ 20 画像サイズ (縦) 60

画像サイズ (横) 80 書き始め座標 (縦) -3

書き始め座標 (横) 7

表 2: 実験結果
文字種 総数 合致数 正解率 (%)

ひらがな 35 9 25.7

カタカナ 33 1 3.0

漢字 1 1,075 334 31.1

漢字 2 148 15 10.1

合計 1,291 359 27.8

3.5.総合スコアの算出
スコアリングには，修正後文章の形態素解析器の連
接コスト，修正前後の文字列間における編集距離を用
い，これらをもとに総合スコアを算出する．その後，修
正候補文字列の総合スコアが最も高いものを修正文字
列として出力する．
4.実験
4.1.実験条件
提案手法における OCRを用いた修正候補文字列の
出力について評価実験を行う．
崩れた表記辞書は，正規表記 1文字とそれに対応す
る 1 ∼ 3文字の崩れた表記で構成されている．この崩
れた表記辞書の中で，正規表記 1文字に対して 2文字以
上の崩れた表記の文字列が登録されている約 1,300個
の組み合わせを実験データとして使用した．
データに対し，最適な画像生成設定を探索するため

Beam Search を用いた．各組み合せのうち上位 3つの
組み合わせを保持するよう設定した．各組み合わせの
評価には，正解率を使用した．
予備実験により決定した画像生成設定を表 1に示す．
この設定で実験を行った．
4.2.実験結果
崩れた表記から生成した画像に対して OCRを用い
て修正候補文字列を出力した結果を表 2に示す．文字
種は崩れた表記の文字列に対応する正規表記の文字の
種類を示している．「漢字 1」は対応する正規表記の漢
字が「へん」と「つくり」に分解できるものを表し，「漢
字 2」は「へん」と「つくり」に分解できない漢字と 3
文字の崩れた表記になるものを表している．
4.3.考察
実験結果から，「へん」と「つくり」に分けることが
できる漢字 1の正解率が最も高くなった．これはデー
タにおいて，漢字の占める割合が多く，画像生成の設
定が漢字に最適となっていたことによるものであると

考えられる．
ひらがなはデータにおいて占める割合が少ないが，
漢字 1の次に正解率が高かった．これは「ﾚﾅ」(け)や
「ｶゝ」(か)などのひらがなの崩れた表記の一部が，正
規表記文字の形容に似ていたことが要因だと考えられ
る．しかし，認識できなかったひらがなの崩れた表記
(む：£ヽ，ぞ：ξ″など)は目視での判断も難しいた
め OCRと他の手法を組み合わせるなどの対策が必要
であると考えられる．
「へん」と「つくり」に分けることができない漢字
に関しては，構成されている要素に「にょう」が含ま
れている場合に，認識が難しいことが分かった．これ
は，「にょう」は 1文字の領域のうち，左側から右下ま
でを占めているのに対して，「にょう」の崩れた表記で
は 2文字に分割されるため，右下の領域が使用できな
いことが原因だと考えられる．しかし，一部の構成要
素に「にょう」を持つ漢字 (超：走召，題：是頁など)
は正しく認識できていたため，「しんにょう」のような
対応する漢字が無い「にょう」への対策が必要である．
なお，生成画像のリサイズを行わずに，正規の表記で
ある漢字が描かれている画像を生成し，OCRで認識し
た場合，精度は約 64%だった．そのため，一部の漢字に
関しては OCRが対応していない可能性があり，OCR
を再学習させるなどの対策が必要であると考えられる．
5.おわりに
本稿では，OCRを用いて崩れた表記の単語の形容か
ら正規の表記である単語を認識する手法の性能評価を
行った．今回の実験において，OCRを用いて 2文字で
構成された崩れた表記文字列を正規表記文字としてあ
る程度認識可能であることが確認された．
今後は，OCRのみでは認識することが難しい崩れた
表記に対応するため，OCRと他の手法を組み合わせる
方法を検討する．また，今回の実験では，修正候補文
字列に対しスコアリングを行っていないため，修正候
補文字列を複数個取得し，スコアリングを行い，その
性能を評価する実験を行う予定である．
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